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）
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研
究

荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
―
一
七
二
八(1
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お
よ
び
、
弟
の
荻
生
北
渓
（
一
六
六
九
―
一
七
五
四(2
)）

は
、
近
世
日
本
に
お
け
る
「
明
律
」
を
中
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心
と
し
た
中
国
法
研
究
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
学
者
で
あ
る
。
と
り
わ
け
徂
徠
が
、
榊
原
篁
洲
や
高
瀬
学
山
ら
と
並
ん
で
、
代
表
的
な

律
の
研
究
家
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
特
に
学
山
と
「
明
律
」
の
研
究
に
関
し
て
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
徂
徠
が
『
政
談
』
の
提
出
等
、
徳
川
吉
宗
の
諮
問
に
応
じ
て
い
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
吉
宗
へ
の
影
響
と
い
う

点
に
お
い
て
も
、
篁
洲
や
学
山
と
と
も
に
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
学
者
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
吉
宗
の
贖
刑
受
容
を
め
ぐ
る
諸
研
究(3
)に

お
い
て
は
、
徂
徠
の
贖
刑
に
つ
い
て
の
見
解
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い

か
、
あ
る
い
は
後
に
確
認
す
る
よ
う
に
、
贖
刑
に
関
す
る
意
見
と
し
て
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
本
章
に
お
い
て
は
、
従

来
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
徂
徠
の
贖
刑
論
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
と
思
う
。

徂
徠
お
よ
び
北
渓
の
「
明
律
」
に
関
係
す
る
著
作
と
し
て
は
、
北
渓
の
『
官
准
刊
行
明
律
』
と
『
明
律
訳
』、
徂
徠
『
明
律
国
字
解
』

の
三
部
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る(4
)。

以
下
、
こ
れ
ら
の
著
作
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き
た
い
。

1.

『官
准
刊
行
明
律
』

『官
准
刊
行
明
律
』（『
享
保
刊
行
明
律
』
ま
た
『
物
観
本
明
律
』『
訓
点
本
明
律
』
な
ど
）
は
、「
明
律
」
お
よ
び
「
万
暦
問
刑
条
例
」
に
、

徳
川
吉
宗
の
命
を
受
け
た
北
渓
が
訓
点
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
（「
明
律
」
三
〇
巻
六
冊
、「
問
刑
条
例
」
三
冊
）。
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）

十
月
跋
の
本
書
は
、
翌
年
の
享
保
八
年
に
、
江
戸
お
よ
び
京
都
の
書
肆
よ
り
刊
行
さ
れ
た(5
)。

北
渓
に
よ
る
跋
に
、「
不
佞
取テ
二

明
律ヲ
一

与
二

二
三ノ

兄
弟
一

訳シ
テ

以
刊シ

焉
、
令
三
レ

海
内ヲ

知
二

其
故ヲ
一

耳(6
)」

と
あ
る
よ
う
に
、『
官
准
刊
行

明
律
』
の
刊
行
目
的
は
「
明
律
」
を
全
国
に
広
く
流
布
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
吉
宗
の
意
図
だ
っ
た
と
さ
れ
る(7
)。

本
書

は
江
戸
時
代
を
通
し
て
幾
度
も
複
数
の
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
も
復
刊
が
な
さ
れ
て
い
る(8
)。『

官
准
刊
行
明

近
世
日
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の
贖
刑
論
の
一
考
察
（
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・
完
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保
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律
』
は
『
明
律
国
字
解
』
と
と
も
に
、
内
田
智
雄
・
日
原
利
國
校
訂
『
律
例
対
照

定
本
明
律
国
字
解
』
に
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

影
印
が
大
庭
脩
『
荻
生
北
渓
集(9
)』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
参
照
し
た
。

こ
の
「
明
律
」
へ
の
加
点
に
先
行
し
て
、
北
渓
が
「
明
律
」
の
研
究
会
を
主
宰
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る(10
)。

こ
の
研
究
会
に

は
、
服
部
南
郭
と
い
っ
た
徂
徠
の
高
弟
や
、
松
平
乗
邑
の
よ
う
な
大
名
ら
も
参
加
し
て
お
り
、
徂
徠
も
ま
た
こ
の
研
究
会
に
加
わ
っ
て

い
た
と
さ
れ
る(11
)。

以
上
の
よ
う
な
「
明
律
」
研
究
の
産
物
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
が
、
北
渓
の
『
明
律
訳
』
と
徂
徠
の
『
明
律
国

字
解
』
で
あ
る
。

2.

『明
律
訳
』

『明
律
訳
』
は
北
渓
の
手
に
よ
る
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
成
立
の
「
明
律
」
の
通
釈
（
三
〇
巻
五
冊
）
で
あ
り
、
国
立
公
文
書
館

「
内
閣
文
庫
」
所
蔵
の
写
本
が
唯
一
知
ら
れ
て
い
る(12
)。

な
お
本
書
に
は
「
問
刑
条
例
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い(13
)。

本
書
も
ま
た
『
荻
生
北

渓
集
』
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る(14
)。

3.

『明
律
国
字
解
』

徂
徠
の
『
明
律
国
字
解
』
は
、
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
文
に
よ
る
「
明
律
」
お
よ
び
「
問
刑
条
例
」
の
注
釈
書
で
あ
り
、
語
句
の
解
釈

を
中
心
と
し
て
い
る(15
)。

本
書
の
徂
徠
自
筆
本
に
は
序
文
も
跋
文
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
未
完
成
の
著
作
な
の
で
あ
る
が(16
)、

本
書
が
『
官

准
刊
行
明
律
』
刊
行
の
た
め
の
副
次
的
著
作
物
で
あ
っ
た
と
い
う
点
か
ら
、『
官
准
刊
行
明
律
』
の
完
成
し
た
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）

末
頃
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る(17
)。
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本
書
は
一
部
の
徂
徠
の
盟
者
を
除
い
て
秘
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
が(18
)、

後
に
は
諸
藩
に
も
流
布
し
、
天
保
期
に
は
「
拙
修
斎
叢

書
」
の
一
つ
と
し
て
、
幕
末
あ
る
い
は
明
治
初
期
に
は
「
四
文
楼
活
版
」
と
称
し
て
刊
行
さ
れ
る
に
至
っ
た(19
)。

こ
う
し
た
徂
徠
お
よ
び
北
渓
に
よ
る
「
明
律
」
研
究
に
つ
い
て
、
大
庭
脩
氏
は
以
下
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
明
律
研
究
の
中
で
、
最
も
早
く
で
き
た
榊
原
篁
洲
の
『
大
明
律
例
諺
解
』
も
、
そ
れ
を
修
正
す
る
作
業
か
ら
始
め
て

や
が
て
独
自
に
作
つ
た
高
瀬
学
山
の
『
大
明
律
例
訳
義
』
も
、
共
に
句
読
訓
点
の
読
み
下
し
作
業
と
、
語
釈
と
、
和
訳
と
が
一
つ

に
な
つ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
明
律
研
究
に
は
こ
の
三
つ
の
作
業
が
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
蘐
園
に
お
い
て
は
、
訓
点
加
点
の
作
業

は
荻
生
北
渓
が
、
語
釈
は
明
律
国
字
解
及
び
明
律
考
を
徂
徠
が
、
そ
し
て
通
釈
を
北
渓
が
明
律
訳
で
果
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
い
わ
ば
蘐
園
の
明
律
研
究
は
共
同
作
業
と
い
う
か
、
分
業
に
よ
つ
て
成
果
を
あ
げ
た
と
い
え
る(20
)。

こ
の
大
庭
氏
の
指
摘
に
よ
る
な
ら
ば
、
徂
徠
と
北
渓
に
よ
る
明
律
研
究
は
、
両
者
の
合
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
章
に
お
い
て
は
、

後
述
の
よ
う
に
徂
徠
の
『
政
談
』
の
記
述
を
軸
に
、『
明
律
国
字
解
』
を
併
用
し
つ
つ
、
徂
徠
の
贖
刑
論
を
検
討
し
て
い
く
が
、
徂
徠

の
贖
刑
理
解
の
背
後
に
は
、
北
渓
に
よ
る
研
究
が
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

最
後
に
こ
れ
ら
明
律
注
釈
書
の
、
諸
藩
に
お
け
る
影
響
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
熊
本
藩
で
は
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）

捧
呈
の
「
刑
法
草
書
」
の
「
序
」
に
お
け
る
、『
官
准
刊
行
明
律
』
お
よ
び
『
明
律
国
字
解
』
の
参
照
が
指
摘
さ
れ
て
お
り(21
)、

ま
た
宝

暦
六
年
の
藩
校
・
時
習
館
の
蔵
書
目
録
に
、『
明
律
国
字
解
』
の
名
前
が
見
え
る
と
い
う(22
)。

ま
た
新
発
田
藩
の
「
新
律
」（
一
七
八
四
）

の
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、『
官
准
刊
行
明
律
（
享
保
刊
行
明
律
）』
や
『
明
律
国
字
解
』
が
参
照
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る(23
)。

こ
の
よ

近
世
日
本
の
贖
刑
論
の
一
考
察
（
三
・
完
）（
片
保
）
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う
に
徂
徠
の
明
律
研
究
は
、
吉
宗
へ
の
影
響
の
み
な
ら
ず
諸
藩
の
明
律
系
藩
法
へ
の
影
響
と
い
う
点
で
も
、
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

（
二
）
徂
徠
『
政
談
』
の
贖
刑
論

以
上
、
徂
徠
お
よ
び
北
渓
の
明
律
注
釈
書
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
注
釈
書
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
徂
徠
ら
の
贖
刑

に
関
す
る
見
解
が
、
明
確
に
主
張
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
章
に
お
い
て
注
目
す
る
の
が
、
徂
徠
の
著
作
と
し
て
有
名

な
『
政
談
』
で
あ
る(24
)。

こ
の
『
政
談
』
の
一
節
に
は
後
述
の
よ
う
に
、
徂
徠
の
贖
刑
論
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
政

談(25
)』

は
言
わ
ず
と
知
れ
た
荻
生
徂
徠
に
よ
る
将
軍
、
徳
川
吉
宗
へ
の
政
治
意
見
書
で
あ
り
、
そ
の
成
立
は
享
保
一
一
年
（
一
七
二
六
）

を
中
心
と
す
る
時
期
と
推
定
さ
れ
て
い
る(26
)。

こ
の
『
政
談
』
に
お
け
る
徂
徠
の
意
見
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
幕
府
刑
事
法
に
対
す
る
贖
刑
の
影
響
を
探
る
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
加
え
て
藩
法
へ
の
影
響
と
い
う
点
で
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
書
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
政
談
』
は
当
初

は
徂
徠
の
門
人
に
す
ら
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
宝
暦
期
に
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
写
本
と
し
て
流

布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る(27
)。

明
律
系
藩
法
を
制
定
し
た
諸
藩
の
内
、
藩
校
に
お
い
て
徂
徠
学
が
採
用
さ
れ
た
藩
は
少
な
く
な
い(28
)。『

政
談
』
が
実
際
に
各
藩
に
お

け
る
立
法
に
お
い
て
参
照
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
未
知
数
で
は
あ
る
が
、
明
律
系
藩
法
を
制
定
し
、
そ
の
中
で
贖
刑
を
導
入
し
た
多
く

の
藩
に
お
い
て
徂
徠
学
が
受
容
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
明
律
系
藩
法
に
お
け
る
贖
刑
理
解
の
た
め
に
も
『
明
律
国
字
解
』
等
と
並
ん
で
、

『
政
談
』
の
記
述
を
検
討
す
る
価
値
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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さ
て
、『
政
談
』
の
巻
四
に
は
、
刑
罰
に
つ
い
て
論
じ
た
一
節
が
あ
る
。
こ
の
一
節
は
、
追
放
刑
の
廃
止
と
徒
刑
の
導
入
を
主
張
し

て
い
る
と
し
て
、
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
箇
所
で
あ
る(29
)。

こ
の
一
節
に
は
、
後
に
引
用
す
る
よ
う
に
、
贖
刑
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
一
連
の
記
述
が
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
『
政

談
』
の
「
贖
刑
論
」
に
つ
い
て
は
従
来
、
贖
刑
に
つ
い
て
の
意
見
と
い
う
観
点
で
の
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る(30
)。

同
箇
所
は
、
金
田
平
一
郎
「
徳
川
幕
府
『
過
料
』
刑
小
考
」
に
お
い
て
は
、
徂
徠
の
「
過
料
刑
論
」
あ
る
い
は
「
過
料
反
対
の
説(31
)」

な

ど
と
し
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
小
早
川
欣
吾
「
明
律
令
の
我
近
世
法
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」
に
お
い
て
も
、「
過
料
刑
の
採
用
に
反

対
す
る
説(32
)」

と
し
て
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

金
田
・
小
早
川
両
論
文
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
確
か
に
同
記
述
に
お
い
て
徂
徠
は
過
料
刑
を
批
判
し
て
い
る
の
で
は
あ
る

が
、
本
章
で
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
、
同
時
に
徂
徠
は
、
贖
刑
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
し
か
も
贖
刑
に
対
し
て
肯
定
的
な
見
解
を
述
べ

て
い
る
の
で
あ
る
。
次
節
以
降
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き
た
い
。

（
三
）
徂
徠
の
贖
刑
理
解

徂
徠
は
『
政
談
』
巻
四
に
お
い
て
、「
閉
門
」
に
関
す
る
記
述
に
続
け
て
、「
過
料
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

扨
過
料
を
出
す
事
古
の
贖
罪
也
。
但
古
の
贖
法
は
五
刑
の
法
を
立
置
、
夫
に
贖
の
多
少
を
わ
り
つ
け
置
、
其
上
に
て
罪
の
疑
敷
と
、

八
議
の
人
と
、
八
九
十
の
老
人
、
十
歳
以
下
の
小
児
と
、
官
人
の
笞
杖
罪
に
、
贖
を
出
す
事
也(33
)。
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冒
頭
で
徂
徠
は
、
過
料
刑
は
古
の
「
贖
罪
」
に
あ
た
る
と
述
べ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
過
料
刑
と
贖
刑
は
、
厳
密
に
は
異
な
る
制
度

で
あ
る
と
い
う
理
解
に
従
い
以
下
、
贖
刑
に
つ
い
て
の
論
を
展
開
し
て
い
る
。

徂
徠
に
よ
る
な
ら
ば
贖
刑
と
い
う
の
は
、
最
初
に
「
五
刑
」（
笞
・
杖
・
徒
・
流
・
死
）
の
刑
罰
体
系
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
金

額
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
罪
の
疑
敷
」「
八
議
の
人
」「
八
九
十
の
老
人
、
十
歳
以
下
の
小
児
」「
官
人
の

笞
杖
罪
」
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

罪
の
疑
わ
し
い
場
合
に
贖
を
許
す
こ
と
は
、『
書
経
』
の
「
呂
刑(34
)」

に
も
現
れ
る
が
、「
唐
律
」「
養
老
律
」
に
お
い
て
も
、「
疑
罪
」

の
収
贖
が
存
在
す
る
。
ま
た
「
八
議
」（「
養
老
律
」
で
は
「
六
議
」）
の
者
な
ど
の
特
権
身
分
者
が
罪
を
犯
し
た
場
合
に
贖
が
許
さ
れ
る(35
)。

ま
た
「
唐
律
」「
明
律
」「
養
老
律
」
に
は
、
高
齢
者
や
幼
年
者
に
対
す
る
減
軽
規
定
が
存
在
し
、
七
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
・
一
五
歳
以

下
の
幼
年
者
が
、
流
罪
以
下
の
罪
を
犯
し
た
場
合
に
、
収
贖
す
る
と
し
て
い
る(36
)。

さ
ら
に
「
明
律
」
に
は
、
文
武
官
の
笞
罪
に
対
す
る

収
贖
が
存
在
す
る
。
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
徂
徠
が
歴
代
の
日
中
の
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
贖
刑
を
論
じ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で

き
よ
う(37
)。

ま
た
徂
徠
は
以
上
の
記
述
に
続
け
て
、
明
代
の
「
贖
罪
」
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

且
又
大
分
限
な
る
民
の
過
悪
有
時
に
、
過
怠
と
し
て
夥
敷
物
の
入
（
る
）
普
請
を
さ
せ
て
、
罪
を
贖
せ
た
る
事
明
朝
に
有
之
。
先

年
此
方
に
て
も
、
京
都
の
町
人
那
波
屋
が
奢
の
過
怠
と
し
て
橋
を
掛
さ
せ
た
る
事
此
例
也
。
是
等
は
苦
か
る
ま
じ
き
事
也(38
)。

明
朝
に
お
い
て
は
、
裕
福
な
者
が
罪
を
犯
し
た
場
合
に
、
費
用
を
要
す
る
工
事
を
命
じ
て
、
贖
罪
さ
せ
た
事
例
が
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
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明
代
の
贖
刑
に
は
条
例
に
お
け
る
「
贖
罪
」
あ
る
い
は
「
納
贖
」
の
制
度
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
『
明
律
国
字
解
』「
問
刑
条

例
」
の
五
刑
条
附
の
注
釈
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

此
条
の
意
は
、
本
律
に
五
刑
を
立
た
れ
ど
も
、
治
平
漸
久
し
く
な
り
て
、
刑
の
稍
厳
酷
に
過
る
こ
と
を
厭
ひ
、
五
刑
の
名
は
其
儘

立
置
な
が
ら
、
的
決
・
贖
罪
の
品
分
れ
た
り
。
笞
・
杖
・
徒
・
流
・
死
の
五
つ
と
も
に
、
各
そ
れ
ぞ
れ
の
当
る
刑
を
、
本
法
の
通

り
に
直
に
行
ふ
を
、
的
決
と
云
。
或
は
過
料
を
出
し
、
或
は
ほ
ね
お
り
わ
ざ
を
さ
せ
て
、
是
を
刑
の
代
り
に
し
て
、
直
に
本
法
の

通
り
の
刑
に
は
行
は
ぬ
を
、
贖
罪
と
云
。
此
条
に
的
決
・
贖
罪
の
分
れ
を
定
め
た
り
。
贖
罪
の
細
な
る
わ
り
は
、
巻
首
に
五
刑
贖

罪
図
あ
り
、
考
ふ
べ
し(39
)。

以
上
に
よ
る
と
明
代
の
刑
罰
に
は
、
五
刑
を
そ
の
ま
ま
行
う
「
的
決
」
と
、「
過
料
」
や
労
役
に
よ
っ
て
刑
罰
の
代
わ
り
と
す
る

「
贖
罪
」
が
あ
る
と
す
る
。「
贖
罪
」
の
適
用
対
象
や
内
容
に
つ
い
て
、
同
じ
く
五
刑
条
附
の
注
釈
に
は
、

し
ん
だ
い
の
よ
き
を
有
力
と
云
、
し
ん
だ
い
の
な
ら
ぬ
を
無
力
と
云
…
…
軍
民
諸
色
人
役
・
舎
余
・
総
小
旗
は
、
軽
き
も
の
な
る

ゆ
へ
、
そ
の
内
に
有
力
人
ば
か
り
に
贖
罪
を
さ
せ
て
、
其
外
は
的
決
す
る
な
り(40
)。

文
武
官
吏
よ
り
舎
人
ま
で
は
、
人
重
き
ゆ
へ
、
無
力
・
有
力
の
せ
ん
ぎ
な
く
、
贖
罪
に
申
付
け
て
的
決
に
は
せ
ぬ
と
な
り
。
笞
・

杖
・
徒
・
流
・
死
の
五
刑
の
内
、
死
刑
に
真
犯
死
罪
・
雜
犯
死
罪
あ
り
。
真
犯
死
罪
は
定
奪
を
請
な
り
。
こ
れ
を
除
き
て
何
れ
の
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刑
に
当
ん
と
も
皆
贖
罪
な
り
。
運
炭
は
、
水
或
は
炭
を
運
ぶ
な
り
。
運
灰
は
、
石
灰
を
運
ぶ
な
り
。
運
磚
は
、
瓦
を
運
ぶ
な
り
。

是
等
は
普
請
等
、
又
は
禁
中
に
て
日
々
入
用
の
も
の
な
る
ゆ
へ
、
是
を
は
こ
ぶ
日
用
銭
を
出
す
な
り
。
納
米
は
、
名
山
蔵
と
云
書

に
は
、
罪
囚
の
食
す
る
米
を
出
す
と
云
へ
り
。
さ
れ
ど
も
そ
れ
ば
か
り
に
限
ら
ず
、
辺
塞
等
其
外
入
用
の
米
を
過
怠
に
出
さ
す
る

こ
と
、
会
典
に
見
え
た
り
。
納
料
は
、
物
料
と
て
様
々
の
も
の
を
出
す
な
り
。
是
皆
過
料
な
り(41
)。

と
あ
り
、
身
代
の
よ
い
有
力
人
は
「
真
犯
死
罪(42
)」

を
除
い
て
、
普
請
等
に
用
い
る
物
資
を
運
搬
す
る
た
め
の
日
用
銭
を
「
過
料
」
と
し

て
出
さ
せ
る
と
い
う
、『
政
談
』
の
記
述
と
同
様
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。『
政
談
』
の
贖
刑
論
は
、
明
代
の
贖
刑
を
踏
ま
え
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

な
お
、
こ
こ
で
徂
徠
が
当
時
の
日
本
に
お
け
る
「
贖
罪
」
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
、
京
都
の
町
人
・
那
波
屋
に
「
奢
の
過
怠
と
し

て
橋
を
掛
さ
せ
た
」
事
例
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
岩
波
文
庫
版
『
政
談
』
の
注
に
は
、「
那
波
屋
は
元
禄
前
の
大
名
貸
を
営
ん

だ
富
豪
。
九
郎
左
衛
門
・
十
右
衛
門
の
奢
り
甚
し
く
、
所
司
代
板
倉
重
矩
（
在
職
一
六
六
八
―
七
〇
）
に
罰
と
し
て
宇
治
橋
架
橋
を
命
ぜ

ら
れ
た
い
う
（『
町
人
考
見
録(43
)』）。」

と
あ
る
。
こ
の
『
町
人
考
見
録
』
に
よ
る
な
ら
ば
、
九
郎
左
衛
門
・
十
右
衛
門
の
両
兄
弟
は
、
町

人
で
あ
り
な
が
ら
武
家
や
寺
院
の
家
来
と
な
り
、
槍
を
持
ち
、
ま
た
乗
馬
・
帯
刀
な
ど
を
し
た
こ
と
に
よ
り
捕
ら
え
ら
れ
た
が
、「
御

慈
悲
の
上
、
首
代
と
し
て
宇
治
橋
か
け
直
し(44
)」

を
命
じ
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。「
首
代
」
が
死
刑
の
代
わ
り
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
那
波

屋
兄
弟
は
死
罪
を
財
貨
に
よ
り
贖
っ
た
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
が
贖
刑
で
は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。『
町
人
考
見
録
』
に
は
、
こ
の
処
分
は
、
不
正
を
行
っ
た
町
人
に

対
し
て
、
過
怠
と
し
て
宇
治
橋
の
架
け
替
え
を
命
じ
た
旧
例
に
よ
る
も
の
だ
と
記
さ
れ
て
い
る(45
)。

ま
た
『
政
談
―
―
服
部
本
』
の
注
に
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お
い
て
平
石
直
昭
氏
は
、『
御
触
書
寛
保
集
成
』
の
「
少
々
違
背
之
儀
在
之
者
に
は
、
其
身
ニ
応
し
、
日
数
を
相
定
、
為
過
怠
、
堤
川

除
又
は
竹
木
を
植
立
、
其
外
所
之
た
め
に
可
成
御
普
請
可
申
付
之
、(46
)」

と
い
う
、
軽
い
罪
を
犯
し
た
者
に
普
請
を
命
じ
る
法
令
と
の
関

連
を
指
摘
し
て
い
る(47
)。

こ
う
し
た
「
過
怠
」
と
し
て
、
道
路
や
橋
、
寺
社
等
の
修
理
を
命
じ
る
こ
と
は
、
鎌
倉
幕
府
法
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り(48
)、

贖
刑

と
は
異
な
る
刑
罰
な
の
で
は
あ
る
が
、
工
事
の
費
用
を
負
担
さ
せ
る
刑
罰
と
い
う
点
で
、
明
代
の
「
贖
罪
」
と
は
共
通
す
る
も
の
が
あ

り
、
日
本
に
お
け
る
「
贖
罪
」
類
似
の
事
例
と
し
て
、
一
定
の
説
得
力
を
有
し
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
律
に
お
け
る
収
贖
や
、
明
代
の
贖
罪
に
つ
い
て
徂
徠
は
、「
是
等
は
苦
か
る
ま
じ
き
事
也
」
と
し
て
、
肯
定
す
る
態

度
を
と
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
国
や
古
代
日
本
に
お
け
る
贖
刑
の
制
度
と
対
比
し
て
、
徂
徠
が
批
判
し
て
い
る
も
の
が
江
戸
幕
府
の

過
料
刑
で
あ
る
。

（
四
）
徂
徠
の
過
料
刑
批
判

徂
徠
が
過
料
刑
を
批
判
す
る
理
由
は
第
一
に
、
過
料
刑
が
「
五
刑
」
の
体
系
に
基
づ
い
て
い
な
い
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
徂
徠
は
『
政
談
』
に
お
い
て
、
先
の
記
述
に
続
け
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

当
時
は
笞
・
杖
・
徒
・
流
・
死
の
沙
汰
も
な
く
、
兼
て
も
り
つ
け
の
定
も
な
く
、
只
当
分
の
見
は
か
ら
ひ
に
て
、
軽
き
民
よ
り
過

怠
と
し
て
金
を
出
さ
す
る
事
、
不
宜
事
也
。
是
は
只
金
を
出
さ
せ
て
こ
ま
ら
せ
て
刑
に
す
る
仕
形
、
先
第
一
古
に
無
之
事
也
。
扨

五
刑
の
定
め
な
け
れ
ば
、
専
ら
金
を
取
る
べ
き
為
に
な
る
也
。
五
刑
の
定
め
有
時
は
、
金
な
き
人
は
直
に
其
刑
を
う
け
、
金
あ
る

近
世
日
本
の
贖
刑
論
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一
考
察
（
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完
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人
は
金
を
出
し
て
侘
言
す
る
な
れ
ば
、
刑
法
の
名
目
た
つ
也
。
其
内
に
も
当
罪
の
疑
敷
抔
に
斗
用
れ
ば
、
罪
の
決
定
し
た
る
は
、

た
と
ひ
金
有
て
金
を
出
し
て
侘
度
思
へ
共
叶
は
ぬ
ゆ
へ
、
過
料
の
方
次
に
成
り
、
刑
法
の
方
お
も
に
な
る
子
細
に
て
、
上
の
御
慈

悲
に
な
る
な
り
。
初
め
よ
り
只
金
を
出
さ
す
る
と
い
ふ
事
、
殊
の
外
に
下
輩
な
る
仕
形
に
て
、
民
の
心
の
服
せ
ぬ
事
也(49
)。

徂
徠
は
、
江
戸
幕
府
の
刑
罰
体
系
が
、
笞
・
杖
・
徒
・
流
・
死
の
「
五
刑
」
の
刑
罰
体
系
に
基
づ
い
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し
て
「
も

り
つ
け
の
定(50
)」

す
な
わ
ち
「
五
刑
」
と
対
応
し
た
贖
の
額
も
存
在
し
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
幕
府
の
刑
罰
が
「
五
刑
」
の
体
系
と
は

異
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
過
料
の
金
額
も
ま
た
、
徂
徠
の
没
後
に
制
定
さ
れ
た
「
公
事
方
御
定
書
」
を
例
に
す
る
と
、
過

料
が
三
貫
文
・
五
貫
文
、
重
過
料
が
拾
貫
文
な
ど
と
は
定
め
ら
れ
て
は
い
る
が(51
)、

贖
刑
の
よ
う
な
「
五
刑
」
と
対
応
し
た
精
緻
な
体
系

で
は
な
い
。
徂
徠
は
以
上
の
幕
府
の
過
料
刑
を
評
し
て
、「
只
当
分
の
見
は
か
ら
ひ
に
て
、
軽
き
民
よ
り
過
怠
と
し
て
金
を
出
さ
す
る

事
」
と
述
べ
て
、「
不
宜
事
也
」
と
批
判
し
て
い
る
。

さ
て
徂
徠
は
、
こ
う
し
た
過
料
は
、「
只
金
を
出
さ
せ
て
こ
ま
ら
せ
て
刑
に
す
る
仕
形
」「
専
ら
金
を
取
る
」
刑
罰
で
あ
る
と
指
摘
す

る
。
過
料
刑
も
贖
刑
も
、
財
産
を
徴
収
す
る
刑
罰
と
い
う
点
で
は
変
わ
り
は
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
徂
徠
は
ど
う
し
て
前
者
の
み

を
問
題
視
す
る
の
で
あ
ろ
う
か(52
)。

徂
徠
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
五
刑
の
定
め
有
時
」
す
な
わ
ち
、「
五
刑
」
と
そ
れ
に
対
応
し
た
贖
刑
制
度
が
設
け
ら
れ
て

い
た
な
ら
ば
、「
金
な
き
人
は
直
に
其
刑
を
う
け
、
金
あ
る
人
は
金
を
出
し
て
侘
言
す
る(53
)」

―
―
先
の
『
明
律
国
字
解
』
の
解
説
に
従

う
な
ら
ば
、
無
力
者
の
「
的
決
」、
ま
た
有
力
者
の
「
贖
罪
」
と
換
言
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
―
―
た
め
、「
刑
法
の
名
目
た
つ
」
の
で
あ

る
。
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さ
ら
に
贖
刑
を
行
う
に
あ
た
っ
て
も
、「
当
罪
の
疑
敷
抔
に
斗
用
」
い
る
、
つ
ま
り
疑
罪
の
収
贖
な
ど
に
限
定
す
る
こ
と
を
提
案
す

る(54
)。

財
産
を
徴
収
す
る
刑
罰
は
、
適
用
対
象
を
限
定
し
て
こ
そ
「
上
の
御
慈
悲
」
と
な
る
の
で
あ
る
。「
初
め
よ
り
只
金
を
出
さ
す
る
」

過
料
刑
で
は
、
民
衆
は
為
政
者
の
慈
悲
を
感
じ
ず
、
心
服
し
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
見
た
と
こ
ろ
に
よ
る
な
ら
ば
、
徂
徠
が
刑
罰
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、「
五
刑
」
の
刑
罰
体
系
を
き
わ
め
て
重
視
し
て
い
る
こ
と

が
理
解
で
き
る
。
財
産
を
徴
収
す
る
刑
罰
で
あ
っ
て
も
、
ま
ず
、「
五
刑
」
の
笞
・
杖
・
徒
・
流
・
死
の
い
ず
れ
か
の
刑
罰
に
あ
て
は

め
、
し
か
る
後
に
贖
に
換
え
て
徴
収
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
が
、
徂
徠
の
意
見
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る(55
)。

徂
徠
が
過
料
刑
を
批
判
す
る
第
二
の
理
由
は
、
過
度
に
高
額
な
過
料
の
徴
収
に
対
す
る
危
惧
で
あ
る
。
先
の
記
述
に
続
け
て
、
こ
の

よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

当
時
公
儀
に
て
此
法
取
行
は
る
れ
共
、
下
心
に
尤
と
不
存
と
見
え
て
、
諸
大
名
に
て
は
是
を
取
お
こ
な
は
ず
。
公
儀
の
御
作
法
を

諸
大
名
の
ま
ね
ぬ
も
不
宜
事
也
。
此
後
諸
大
名
に
て
も
公
儀
を
ま
ね
て
此
法
を
執
行
は
ば
、
遠
国
へ
至
り
て
は
必
不
埒
出
来
す
べ

し
。
其
子
細
は
、
当
時
諸
大
名
困
窮
甚
し
け
れ
ば
、
必
非
道
の
過
料
を
取
べ
し
。
…
…
右
の
ご
と
き
過
料
は
、
異
国
に
て
も
日
本

に
て
も
、
古
例
な
き
事
な
れ
ば
、
遠
国
の
人
必
（
ず
）
心
腹
す
ま
じ
き
也
。
当
時
世
界
の
奢
甚
敷
よ
り
も
ろ
も
ろ
の
悪
事
生
ず
る

故
上
に
倹
約
を
用
ひ
遊
さ
る
れ
ば
、
御
役
人
共
は
金
を
御
好
み
な
さ
る
る
と
料
簡
し
た
る
や
ら
ん
、
不
宜
事
を
申
た
て
て
取
行
ふ

事
に
は
有
也(56
)。

本
記
述
に
お
い
て
徂
徠
は
、
諸
大
名
に
お
い
て
は
過
料
刑
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
徂
徠
の
事
実
誤
認
で
あ
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る(57
)。

と
も
あ
れ
今
後
、
財
政
的
困
窮
の
甚
だ
し
い
諸
藩
に
お
い
て
、
幕
府
を
真
似
て
過
料
刑
を
採
用
し
た
な
ら
ば
、「
非
道
の
過
料
」

す
な
わ
ち
、
過
度
に
高
額
な
過
料
が
科
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
の
で
あ
る(58
)。

も
っ
と
も
徂
徠
は
、
過
度
に
高
額
な
金
銭
の
徴
収
と
い
う
問
題
が
、
贖
刑
に
お
い
て
は
発
生
し
な
い
理
由
を
示
し
て
い
な
い
。
こ
れ

ま
で
の
『
政
談
』
の
記
述
か
ら
推
察
す
る
に
お
そ
ら
く
、
贖
刑
は
「
五
刑
」
に
基
づ
い
た
「
も
り
つ
け
の
定
」
に
従
っ
て
財
産
を
徴
収

す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
過
料
刑
の
よ
う
に
「
当
分
の
見
は
か
ら
ひ
」
に
よ
る
、
恣
意
的
な
徴
収
が
な
く
な
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。

と
も
あ
れ
徂
徠
は
、
こ
う
し
た
過
料
刑
を
前
代
未
聞
の
制
度
と
し
て
、
強
く
批
判
す
る
の
で
あ
る(59
)。

（
五
）
篁
洲
・
学
山
の
贖
刑
論
と
の
比
較

以
上
、
徂
徠
が
「
五
刑
」
の
重
視
、
お
よ
び
「
非
道
の
過
料
」
に
対
す
る
危
惧
と
い
う
理
由
か
ら
、
贖
刑
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
が

理
解
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
あ
る
疑
問
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
一
般
的
に
考
え
た
な
ら
ば
、「
軽
き
民
よ
り
過
怠
と
し
て

金
を
出
さ
す
る
」
過
料
刑
と
比
べ
て
、
五
刑
す
べ
て
に
及
ぶ
贖
刑
は
、
結
果
と
し
て
広
範
か
つ
高
額
の
徴
収
と
な
り
う
る
。
こ
の
贖
刑

が
財
産
を
徴
収
す
る
刑
罰
で
あ
る
と
い
う
点
に
注
目
し
て
、
榊
原
篁
洲
や
高
瀬
学
山
の
贖
刑
論
と
徂
徠
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
と
き
、

徂
徠
の
贖
刑
に
対
す
る
見
解
の
特
異
性
が
際
立
つ
。

は
じ
め
に
、
榊
原
篁
洲
が
贖
刑
を
批
判
し
て
い
た
理
由
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
篁
洲
は
『
大
明
律
例
諺
解
』
に
お
い
て
『
宋
史
』

刑
法
志
の
議
論
を
引
用
し
、「
富
人
ハ
贖
ヲ
以
テ
刑
ニ
ア
タ
ラ
ズ
、
貧
人
ハ
免
ル
コ
ト
ヲ
不
レ

得
シ
テ
、
刑
政
不
レ

平
ト
云(60
)。」

と
述
べ

て
、
贖
刑
は
財
産
上
の
不
平
等
に
よ
っ
て
、
不
公
平
が
生
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
非
難
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
篁
洲
は
、
贖
刑
が
財
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産
を
徴
収
す
る
刑
罰
で
あ
る
と
い
う
点
に
着
目
し
て
、
批
判
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

転
じ
て
高
瀬
学
山
の
論
で
あ
る
が
、
学
山
は
贖
刑
を
全
面
的
に
肯
定
す
る
。
そ
の
際
に
『
訂
正
一
巻
』
に
お
い
て
、「
独
国
用
ノ
足

ル
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
、
民
ヲ
恵
ム
ノ
意
深
シ(61
)」

と
述
べ
て
、
贖
刑
の
利
点
の
一
つ
と
し
て
、
民
に
仁
恵
を
施
す
と
い
う
作
用
と
と
も
に
、

国
費
を
満
た
す
と
い
う
作
用
を
挙
げ
て
い
た
。

ま
た
『
喜
朴
考
』
に
お
い
て
は
、
貧
者
は
贖
罪
で
き
な
い
と
す
る
篁
洲
の
意
見
に
反
論
し
、「
貧
ナ
ル
者
ノ
贖
フ
力
ナ
キ
者
ハ
、

笞
・
杖
ハ
打
テ
ス
マ
シ
、
徒
・
流
・
雑
犯
ノ
死
罪
、
幾
年
ト
年
ヲ
キ
ワ
メ
做
工
サ
セ
、
又
ハ
擺
站
・
哨
瞭
ナ
ト
サ
セ
テ
ス
マ
セ
バ
、
貧

者
モ
刑
ヲ
免
ズ
ト
ハ
云
ヘ
カ
ラ
ズ(62
)。」

と
貧
者
も
労
役
に
よ
っ
て
贖
罪
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
学
山

も
ま
た
、
貧
者
は
財
産
を
納
め
て
贖
罪
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
認
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
贖
刑
が
財
産
を
徴
収
す
る
刑
罰

で
あ
る
と
い
う
点
は
、
学
山
も
ま
た
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
篁
洲
も
学
山
も
、
贖
刑
は
財
産
を
徴
収
す
る
刑
罰
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
意
識
し
た
う
え
で
、
そ
の
前
提
で
貧
者
か
ら

の
財
産
徴
収
の
是
非
を
論
じ
て
い
る
。
特
に
学
山
に
至
っ
て
は
、
贖
刑
に
財
源
と
し
て
の
目
的
を
見
出
し
て
い
る
。

転
じ
て
徂
徠
は
、
贖
刑
が
財
産
を
奪
う
刑
罰
で
あ
る
と
い
う
点
に
注
意
を
払
わ
な
い
。
徂
徠
は
「
非
道
の
過
料
」
に
つ
い
て
は
危
惧

す
る
の
で
は
あ
る
が
、
贖
刑
に
お
い
て
こ
う
し
た
高
額
な
贖
の
徴
収
と
い
う
問
題
が
発
生
し
な
い
理
由
を
示
さ
な
い
の
で
あ
る
。
徂
徠

は
贖
刑
を
、
恣
意
的
な
過
料
刑
と
比
べ
て
、
謙
抑
的
な
財
産
刑
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
当
然
な
が
ら
贖
刑
に
お
い
て
も
、

篁
洲
が
問
題
視
し
た
よ
う
に
、
特
に
貧
者
に
と
っ
て
贖
が
高
額
で
あ
り
贖
罪
で
き
な
い
と
い
う
「
非
道
」
な
事
態
が
発
生
し
う
る
。
し

か
し
な
が
ら
『
政
談
』
に
お
い
て
は
、
篁
洲
や
学
山
が
認
識
し
て
い
た
よ
う
な
、
こ
う
し
た
贖
刑
の
問
題
性
に
つ
い
て
の
言
及
は
存
在

し
な
い
の
で
あ
る
。
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徂
徠
に
と
っ
て
は
、
贖
刑
が
「
五
刑
」
の
刑
罰
体
系
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
が
財
産
を
徴
収
す
る
と
い

う
制
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
関
心
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
点
は
徂
徠
の
贖
刑
論
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。

（
六
）
小

括

本
章
に
お
い
て
は
、
従
来
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
荻
生
徂
徠
の
贖
刑
論
に
つ
い
て
、
お
も
に
『
政
談
』
の
記
述
を
軸
に
検
討

を
重
ね
て
き
た
。
結
論
を
述
べ
る
と
、
徂
徠
は
贖
刑
に
つ
い
て
肯
定
的
で
あ
る
。
徂
徠
は
「
唐
律
」「
養
老
律
」
の
贖
銅
や
、「
明
律
」

の
「
収
贖
」（
律
贖
）、
あ
る
い
は
明
代
の
条
例
に
お
け
る
「
贖
罪
」（
例
贖
）
を
挙
げ
て
、「
苦
か
る
ま
じ
き
」
も
の
で
あ
る
と
し
て
肯

定
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
贖
刑
の
全
面
的
肯
定
と
い
う
点
で
は
、
徂
徠
の
贖
刑
論
は
高
瀬
学
山
と
共
通
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、

徂
徠
の
贖
刑
肯
定
論
は
、
当
時
幕
府
で
行
わ
れ
て
い
た
財
産
刑
で
あ
る
、
過
料
刑
に
対
す
る
批
判
を
伴
っ
て
い
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。

徂
徠
が
過
料
刑
を
批
判
す
る
第
一
の
理
由
は
、
こ
れ
が
徂
徠
の
重
視
す
る
「
五
刑
」
の
体
系
に
基
づ
か
な
い
と
い
う
点
に
あ
り
、
第

二
の
理
由
は
、
過
度
の
過
料
徴
収
へ
の
危
惧
に
あ
る
。
徂
徠
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
を
孕
ん
だ
過
料
刑
を
廃
止
し
て
、
唐
代
や
明
代

の
中
国
や
、
あ
る
い
は
古
代
日
本
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
贖
刑
に
置
き
換
え
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

こ
う
し
た
徂
徠
の
意
見
に
つ
い
て
は
従
来
、
金
田
「
徳
川
幕
府
『
過
料
』
刑
小
考
」
お
よ
び
、
小
早
川
「
明
律
令
の
我
近
世
法
に
及

ぼ
せ
る
影
響
」
に
お
い
て
は
、
過
料
刑
批
判
論
と
い
う
点
は
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
贖
刑
肯
定
論
と
い
う
点
で
は
注
目
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
ま
た
小
林
氏
の
諸
研
究
に
お
い
て
は
、
榊
原
篁
洲
と
高
瀬
学
山
と
の
間
の
意
見
対
立
を
軸
に
、
両
者
の
贖
刑
論
に
つ
い
て
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分
析
さ
れ
て
お
り
、
徂
徠
の
意
見
に
は
検
討
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
『
政
談
』
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
過
料
刑
廃
止
・
贖
刑
肯
定
論
が
、
徳
川
吉
宗
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
か
、
今
後

検
討
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
藩
法
に
対
し
て
も
、『
政
談
』
お
よ
び
『
明
律
国
字
解
』
の
諸
藩
へ
の
流
布
を
鑑
み
る
と
、
明
律
系
藩
法
へ
の
影
響
が
想
定
さ

れ
る
。
徂
徠
の
意
見
に
従
い
、
明
律
系
藩
法
に
お
い
て
は
過
料
刑
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
ま
た
徂
徠
の
肯
定
す
る
贖
刑
を
ど
の

程
度
受
容
し
て
い
る
か
、
こ
う
し
た
論
点
が
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
う
る
。

(⚑
)
荻
生
徂
徠
、
名
は
双
松
、
字
は
茂
卿
、
通
称
は
惣
右
衛
門
、
徂
徠
は
号
。

徂
徠
お
よ
び
北
渓
の
「
明
律
」
を
中
心
と
し
た
中
国
法
制
に
関
す
る
著
述
に
つ
い
て
言
及
し
た
主
な
研
究
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
あ

る
。

•
岩
橋
遵
成
『
徂
徠
研
究
』（
関
書
院
、
一
九
三
四
年
。
名
著
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
再
刊
）
二
〇
八
・
二
〇
九
、
四
一
八
―
四
二
三
頁

•
小
早
川
欣
吾
「
明
律
令
の
我
近
世
法
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」（『
東
亜
人
文
学
報
』
第
四
巻
第
二
号
、
一
九
四
五
年
）

•
徂
徠
物
茂
卿
著
、
内
田
智
雄
・
日
原
利
國
校
訂
『
律
例
対
照

定
本
明
律
国
字
解
』（
創
文
社
、
一
九
六
六
年
）、
以
下
『
明
律
国
字
解
』

•
今
中
寛
司
『
徂
徠
学
の
基
礎
的
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）
三
六
七
―
三
七
八
頁
、
同
『
徂
徠
学
の
史
的
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
二
年
）
二
三
六
―
二
四
四
頁

•
松
下
忠
『
紀
州
の
藩
学
』
第
七
章
「
大
明
律
研
究
―
―
榊
原
篁
洲
と
高
瀬
学
山
―
―
」（
鳳
出
版
、
一
九
七
四
年
）

•
H
enderson,D
an
Fenno,Chinese
LegalStudiesin
Early
18th
Century
Japan
:Scholarsand
Sources.JournalofA
sian
Studies

V
ol.30,N
o.1
(N
ov.,1970),pp.21-56.

•
大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
文
化
受
容
の
研
究
』
第
三
章
第
二
節
第
四
項
「
徳
川
吉
宗
と
明
律
研
究
」（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
四
年
）、

以
下
『
中
国
文
化
受
容
の
研
究
』

近
世
日
本
の
贖
刑
論
の
一
考
察
（
三
・
完
）（
片
保
）

一
七

420 (1016)



•
高
塩
博
「
荻
生
北
渓
と
「
唐
律
疏
義
訂
正
上
書
」」（
高
塩
博
『
日
本
律
の
基
礎
的
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
）《
初
出
『
國
學
院
雑
誌
』

第
八
六
巻
第
四
号
、
一
九
八
五
年
》

•
大
庭
脩
編
著
『
享
保
時
代
の
日
中
関
係
資
料
三
〈
荻
生
北
渓
集
〉
―
―
近
世
日
中
交
渉
史
料
集
四
―
―
』
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集

刊
九
―
四
（
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
）、
以
下
『
荻
生
北
渓
集
』

•
大
庭
脩
『
漢
籍
輸
入
の
文
化
史
―
―
聖
徳
太
子
か
ら
吉
宗
へ
―
―
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
七
年
）
八
「
将
軍
家
と
御
儒
者
衆
―
―
吉
宗
と
荻

生
北
渓
―
―
」

•
大
庭
脩
『
徳
川
吉
宗
と
康
煕
帝
―
―
鎖
国
下
で
の
日
中
交
流
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
九
年
）
第
六
章
「
吉
宗
と
漢
籍
」

•
大
庭
脩
『
日
中
交
流
史
話
―
―
江
戸
時
代
の
日
中
関
係
を
読
む
―
―
』（
燃
焼
社
、
二
〇
〇
三
年
）
第
五
章
「
暴
れ
ん
坊
将
軍
吉
宗
の
半
面
」

•
清
水
裕
子
「
物
観
本
明
律
の
底
本
問
題
に
関
す
る
一
試
論
」（『
東
洋
文
化
』
八
五
、
二
〇
〇
五
年
）

•
高
塩
博
「
江
戸
時
代
享
保
期
の
明
律
研
究
と
そ
の
影
響
」（
高
塩
博
『
江
戸
幕
府
法
の
基
礎
的
研
究
《
論
考
篇
》』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
）

《
初
出
・
池
田
温
、
劉
俊
文
編
『
日
中
文
化
交
流
史
叢
書

第
二
巻

法
律
制
度
』
大
修
館
書
店
、
一
九
九
七
年
》

(⚒
)
荻
生
北
渓
、
名
は
観

た
す
く
る

、
字
は
叔
達
、
通
称
は
惣
七
郎
、
北
渓
は
号
。
北
渓
の
生
没
年
に
つ
い
て
は
、
高
塩
「
荻
生
北
渓
と
「
唐
律
疏
義

訂
正
上
書
」」
三
二
一
頁
、
三
二
七
頁
（
⚑
）
参
照
。

(⚓
)
吉
宗
の
贖
刑
受
容
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
第
二
章
に
お
い
て
紹
介
し
た
、
小
林
宏
「
徳
川
幕
府
法
に
及
ぼ
せ
る
中
国
法
の
影

響
―
―
吉
宗
の
明
律
受
容
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」《
初
出
『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
六
四
輯
、
一
九
八
九
年
》
お
よ
び
、
小
林

宏
「
徳
川
吉
宗
と
過
料
刑
の
成
立
―
―
立
法
に
お
け
る
経
書
の
意
義
に
寄
せ
て
―
―
」《
初
出
『
法
史
学
研
究
会
会
報
』
第
九
号
、
二
〇
〇
四

年
》（
と
も
に
小
林
宏
『
日
本
に
お
け
る
立
法
と
法
解
釈
の
史
的
研
究

第
二
巻

近
世
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
所
収
）
の
ほ
か
、
小
早

川
「
明
律
令
の
我
近
世
法
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」
が
あ
る
。

(⚔
)
こ
の
ほ
か
徂
徠
の
著
作
と
い
う
指
摘
の
あ
る
「
明
律
」
の
関
係
書
と
し
て
は
、『
明
律
考
』
が
存
在
す
る
が
、
同
時
に
高
瀬
学
山
の
著
作
で

あ
る
と
の
指
摘
も
あ
り
定
か
で
は
な
い
。
本
稿
第
五
章
注
（
23
）
参
照
（『
立
命
館
法
学
』
第
三
八
一
・
三
八
二
号
、
二
〇
一
九
年
、
二
八
・

二
九
頁
）。

一
八
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(⚕
)
以
上
、
内
田
智
雄
「
解
題
」（『
明
律
国
字
解
』）
三
・
四
頁
、
大
庭
『
荻
生
北
渓
集
』
研
究
篇
一
六
・
一
七
頁
、
高
塩
「
江
戸
時
代
享
保
期

の
明
律
研
究
と
そ
の
影
響
」
五
九
―
六
三
頁
参
照
。

(⚖
)
『明
律
国
字
解
』
八
六
一
頁
。

(⚗
)
高
塩
「
江
戸
時
代
享
保
期
の
明
律
研
究
と
そ
の
影
響
」
六
〇
頁
参
照
。

(⚘
)
内
田
「
解
題
」
三
頁
、
長
澤
規
矩
也
『
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録

増
補
補
正
版
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
八
九
頁
参
照
。

(⚙
)
大
庭
『
荻
生
北
渓
集
』
資
料
篇
六
五
頁
以
下
。

(10
)
北
渓
ら
の
明
律
研
究
会
の
成
立
時
期
は
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
以
前
と
さ
れ
る
（
大
庭
『
中
国
文
化
受
容
の
研
究
』
二
四
九
頁
参
照
）。

(11
)
高
塩
「
江
戸
時
代
享
保
期
の
明
律
研
究
と
そ
の
影
響
」
六
二
・
六
三
頁
参
照
。

(12
)
大
庭
『
中
国
文
化
受
容
の
研
究
』
二
四
九
頁
、
大
庭
『
荻
生
北
渓
集
』
研
究
篇
二
三
頁
参
照
。

(13
)
内
田
「
解
題
」
六
頁
参
照
。

(14
)
大
庭
『
荻
生
北
渓
集
』
資
料
篇
三
五
六
頁
以
下
。

(15
)
高
塩
「
江
戸
時
代
享
保
期
の
明
律
研
究
と
そ
の
影
響
」
六
四
頁
参
照
。『
定
本
明
律
国
字
解
』
で
は
平
仮
名
に
改
め
ら
れ
て
い
る
（「
凡
例
」

七
頁
参
照
）。

(16
)
高
塩
「
江
戸
時
代
享
保
期
の
明
律
研
究
と
そ
の
影
響
」
六
五
頁
参
照
。

(17
)
高
塩
「
江
戸
時
代
享
保
期
の
明
律
研
究
と
そ
の
影
響
」
六
六
頁
参
照
。

(18
)
高
塩
「
江
戸
時
代
享
保
期
の
明
律
研
究
と
そ
の
影
響
」
六
五
頁
参
照
。

(19
)
四
文
楼
本
の
刊
行
時
期
に
つ
い
て
、
内
田
「
解
題
」
は
幕
末
と
す
る
（
二
頁
参
照
）
が
、
高
塩
「
江
戸
時
代
享
保
期
の
明
律
研
究
と
そ
の

影
響
」
は
、
明
治
二
・
三
年
頃
と
す
る
（
八
三
頁
参
照
）。

(20
)
大
庭
『
荻
生
北
渓
集
』
研
究
篇
二
五
頁
。

(21
)
小
林
宏
「
熊
本
藩
「
刑
法
草
書
」
私
考
」（
小
林
前
掲
『
日
本
に
お
け
る
立
法
と
法
解
釈
の
史
的
研
究
』《
初
出
『
國
學
院
大
學
日
本
文
化

研
究
所
紀
要
』
第
七
三
輯
、
一
九
九
四
年
》）
二
六
六
・
二
六
七
頁
参
照
。

近
世
日
本
の
贖
刑
論
の
一
考
察
（
三
・
完
）（
片
保
）

一
九
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(22
)
高
塩
「
江
戸
時
代
享
保
期
の
明
律
研
究
と
そ
の
影
響
」
七
七
頁
参
照
。

(23
)
藤
井
重
雄
「
唐
明
律
と
藩
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
―
―
新
発
田
藩
に
於
け
る
―
―
」（『
新
潟
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
七
巻
第
一
号
、
人

文
・
社
会
科
学
編
、
一
九
六
五
年
）
六
三
頁
参
照
。

(24
)
徂
徠
の
「
明
律
」
研
究
と
『
政
談
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「『
明
律
国
字
解
』
の
業
績
が
『
政
談
』
に
お
け
る
徂
徠
の
細
密
な
分
析
と

結
論
を
生
ん
だ
も
の
と
い
う
べ
く
」（
今
中
『
徂
徠
学
の
基
礎
的
研
究
』
三
七
七
頁
）
と
評
さ
れ
て
い
る
。

(25
)
『政
談
』
の
校
注
本
に
は
、
吉
川
幸
次
郎
・
丸
山
真
男
・
西
田
太
一
郎
・
辻
達
也
校
注
『
荻
生
徂
徠
』
日
本
思
想
大
系
三
六
（
岩
波
書
店
、

一
九
七
三
年
）
所
収
の
も
の
（
辻
達
也
校
注
）、
辻
達
也
校
注
『
政
談
』
岩
波
文
庫
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）、
平
石
直
昭
校
注
『
政
談

―
―
服
部
本
』
東
洋
文
庫
（
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
が
あ
る
が
、
本
章
で
は
お
も
に
平
石
校
注
『
政
談
―
―
服
部
本
』
を
参
照
し
た
。

な
お
日
本
思
想
大
系
版
や
岩
波
文
庫
版
の
注
も
併
せ
て
参
照
し
た
。

『政
談
』
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
辻
達
也
「
解
題
」（
日
本
思
想
大
系
『
荻
生
徂
徠
』）、
同
「「
政
談
」
の
社
会
的
背
景
」（
同
書
）、
辻
達
也

「
解
説
」（
岩
波
文
庫
『
政
談
』）、
平
石
直
昭
「
解
説
」（『
政
談
―
―
服
部
本
』）、
今
中
『
徂
徠
学
の
基
礎
的
研
究
』
三
五
一
―
三
六
七
頁
、

今
中
『
徂
徠
学
の
史
的
研
究
』
二
二
七
―
二
三
六
頁
を
参
照
し
た
。

(26
)
平
石
「
解
説
」
四
一
九
・
四
二
〇
頁
参
照
。

(27
)
辻
「
解
題
」（
日
本
思
想
大
系
『
荻
生
徂
徠
』）
六
二
五
・
六
二
六
頁
、
辻
「
解
説
」（
岩
波
文
庫
『
政
談
』）
三
八
三
・
三
八
四
頁
参
照
。

(28
)
鈴
木
博
雄
「
藩
校
に
お
け
る
徂
徠
学
派
の
教
育
活
動
―
―
藩
校
に
お
け
る
儒
学
派
の
教
育
活
動
に
関
す
る
研
究

そ
の
一
―
―
」（『
東
京

教
育
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
一
七
巻
、
一
九
七
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
明
律
系
藩
法
の
知
ら
れ
る
五
藩
の
う
ち
、
新
発
田
藩
を
除
く
弘
前
藩
・

会
津
藩
・
和
歌
山
藩
・
熊
本
藩
の
藩
校
に
徂
徠
学
者
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
八
―
一
〇
頁
、
附
表
参
照
）。

(29
)
金
田
平
一
郎
「
近
世
懲
役
刑
小
考
―
―
熊
本
藩
刑
法
研
究
序
章
―
―
」（
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
『
十
周
年
記
念
法
学
論
文
集
』
岩
波
書

店
、
一
九
三
七
年
）
六
頁
参
照
。

(30
)
今
中
寛
司
氏
は
、『
政
談
』
の
吉
宗
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、「
例
え
ば
追
放
無
効
論
、
贖
罪
等
に
関
し
て
は
、
吉
宗
の
法
制
に
参
考
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。」（
今
中
『
徂
徠
学
の
基
礎
的
研
究
』
三
五
九
頁
）
と
、「
贖
罪
」
に
注
目
す
る
が
、
そ
れ
以
上
の
言
及
は
な
さ

二
〇

立
命
館
法
学

二
〇
一
九
年
二
号
（
三
八
四
号
）

417 (1013)



れ
て
い
な
い
。

(31
)
金
田
平
一
郎
「
徳
川
幕
府
『
過
料
』
刑
小
考
」（
蠟
山
政
道
編
『
国
家
学
会
五
十
周
年
記
念

国
家
学
論
集
』
有
斐
閣
、
一
九
三
七
年
）
一

三
、
二
八
頁
。

(32
)
小
早
川
「
明
律
令
の
我
近
世
法
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」
三
八
頁
・
⚖
。

(33
)
『政
談
―
―
服
部
本
』
二
九
九
頁
。

(34
)
『政
談
―
―
服
部
本
』
四
〇
二
・
四
〇
三
頁
、
補
注
299
参
照
。

(35
)
北
渓
の
著
作
に
、
唐
・
明
・
日
本
律
間
の
比
較
を
行
っ
た
「
唐
律
疏
義
訂
正
上
書
」
が
あ
る
が
、
こ
の
中
で
北
渓
は
、「
唐
律
」
の
八
議
の

者
の
贖
や
疑
罪
の
規
定
が
、「
明
律
」
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
高
塩
「
荻
生
北
渓
と
「
唐
律
疏
義
訂
正
上
書
」」
三
三
三
・

三
三
四
頁
、
三
四
六
頁
（
⚘
）
参
照
）。

(36
)
『明
律
国
字
解
』
の
「
老
小
廃
疾
収
贖
」
条
の
注
釈
に
、「
今
こ
の
明
律
の
定
め
は
、
即
唐
律
の
通
り
な
り
。」（
八
〇
頁
）
と
あ
る
。
な
お

徂
徠
は
「
八
九
十
の
老
人
、
十
歳
以
下
の
小
児
」
と
述
べ
て
い
る
が
（
日
本
思
想
大
系
版
（
四
三
〇
頁
）、
岩
波
文
庫
版
（
三
二
三
頁
）
に
お

い
て
も
同
様
。）、「
唐
律
」
や
「
明
律
」
で
贖
が
許
さ
れ
る
の
は
、
七
〇
歳
以
上
・
一
五
歳
以
下
で
あ
る
た
め
、
誤
解
あ
る
い
は
誤
記
と
考
え

ら
れ
る
。

(37
)
以
上
、「
唐
律
」「
養
老
律
」
の
贖
刑
（
贖
銅
）
に
つ
い
て
は
、
牧
英
正
「
日
本
古
代
贖
罪
制
度
考
」（
大
阪
市
立
大
学
『
法
学
雑
誌
』
第
四

巻
第
三
・
四
号
、
一
九
五
八
年
）、
布
施
弥
平
治
「
贖
銅
考
」（『
日
本
法
学
』
四
二
巻
一
号
、
一
九
七
六
年
）、
滋
賀
秀
三
『
唐
律
疏
議
訳
註

篇
一
』
訳
註
日
本
律
令
五
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
）
三
〇
頁
参
照
。

(38
)
『政
談
―
―
服
部
本
』
二
九
九
・
三
〇
〇
頁
。

(39
)
『明
律
国
字
解
』
五
五
六
頁
。

(40
)
『明
律
国
字
解
』
五
五
七
頁
。

(41
)
『明
律
国
字
解
』
五
五
八
・
五
五
九
頁
。

(42
)
徂
徠
は
「
真
犯
死
罪
」
と
「
雜
犯
死
罪
」
に
つ
い
て
、「
真
犯
死
罪
と
云
は
、
律
の
文
に
載
た
る
斬
・
絞
罪
を
云
な
り
、
雑
犯
死
罪
は
、
律
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に
何
の
罪
に
准
ず
、
与
同
罪
と
あ
る
る
い
な
り
。」（『
明
律
国
字
解
』
一
五
頁
）
と
誤
っ
た
説
明
を
行
っ
て
い
る
（
佐
立
治
人
「
明
朝
の
立

法
・
刑
罰
・
裁
判
」（『
関
西
大
学
法
学
論
集
』
六
七
巻
六
号
、
二
〇
一
八
年
、
二
八
六
頁
参
照
）。『
官
准
刊
行
明
律
』『
明
律
国
字
解
』『
明

律
訳
』
等
に
は
、
ど
の
死
罪
が
「
真
犯
死
罪
」
や
「
雜
犯
死
罪
」
に
当
た
る
か
に
つ
い
て
定
め
た
「
真
犯
雑
犯
死
罪
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

(43
)
岩
波
文
庫
『
政
談
』
三
二
三
頁
。

(44
)
三
井
高
房
『
町
人
考
見
録
』（
中
村
幸
彦
校
注
『
近
世
町
人
思
想
』
日
本
思
想
史
大
系
五
九
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）
一
九
二
・
一
九

三
頁
。
な
お
、
小
高
敏
郎
『
近
世
初
期
文
壇
の
研
究
』（
明
治
書
院
、
一
九
六
四
年
）
六
一
一
・
六
一
二
頁
、
鈴
木
昭
一
訳
『
町
人
考
見
録
』

（
教
育
社
、
一
九
八
一
年
）
七
四
頁
参
照
。

(45
)
『町
人
考
見
録
』（『
近
世
町
人
思
想
』）
一
九
三
頁
参
照
。

(46
)
高
柳
真
三
、
石
井
良
助
編
『
御
触
書
寛
保
集
成
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
）［
一
三
〇
九
］
六
八
六
頁
。

(47
)
『政
談
―
―
服
部
本
』
四
〇
三
頁
補
注
299
参
照
。

(48
)
牧
英
正
「
鎌
倉
幕
府
の
没
収
刑
の
一
考
察
―
―
幕
府
の
没
収
刑
と
律
令
の
贖
銅
制
の
関
連
に
つ
い
て
―
―
」（
大
阪
市
立
大
学
『
法
学
雑

誌
』
第
五
巻
第
二
号
、
一
九
五
八
年
）
二
六
頁
参
照
。

(49
)
『政
談
―
―
服
部
本
』
三
〇
〇
頁
。

(50
)
岩
波
文
庫
版
『
政
談
』
三
二
三
頁
注
、『
政
談
―
―
服
部
本
』
三
〇
〇
頁
注
参
照
。

(51
)
『公
事
方
御
定
書
』
下
巻
、
一
〇
三
条
「
御
仕
置
仕
形
之
事
」（
石
井
良
助
校
訂
『
徳
川
禁
令
考

別
巻
』
創
文
社
、
一
九
六
一
年
、
一
三

四
頁
）
参
照
。

(52
)
徂
徠
は
『
政
談
』
の
他
の
箇
所
に
お
い
て
も
過
料
刑
を
批
判
し
て
い
る
。
同
じ
く
巻
四
に
お
い
て
「
当
時
過
料
を
と
ら
る
る
事
、
甚
誤
れ

り
。
金
銀
を
自
由
に
す
る
も
の
よ
り
過
料
を
取
る
は
、
博
奕
を
ゆ
る
し
て
運
上
を
取
る
が
ご
と
し
。」（『
政
談
―
―
服
部
本
』
二
八
五
頁
）
と
、

博
奕
犯
に
対
し
て
過
料
刑
を
科
す
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
。
な
お
、
博
奕
犯
に
過
料
刑
を
適
用
す
る
こ
と
は
吉
宗
に
始
ま
る
（
岩
波
文
庫
版

『
政
談
』
三
〇
六
頁
注
、
石
井
良
助
『
第
三
江
戸
時
代
漫
筆

盗
み
・
ば
く
ち
』
明
石
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
八
一
―
八
四
頁
参
照
）。

(53
)
平
石
氏
も
ま
た
、
こ
の
記
述
と
明
代
の
贖
刑
と
の
関
係
に
つ
い
て
示
唆
し
て
い
る
（『
政
談
―
―
服
部
本
』
四
〇
三
頁
、
補
注
300
参
照
）。
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(54
)
平
石
氏
は
こ
れ
を
、「
罪
が
疑
わ
し
い
場
合
に
だ
け
過
料
に
よ
る
贖
罪
を
認
め
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
罪
が
明
白
な
者
は
過
料
で
贖
罪
で
き
な

く
な
る
の
で
、
刑
法
が
主
に
な
る
。
そ
う
し
た
際
に
特
例
で
贖
罪
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
上
の
お
慈
悲
が
立
つ
と
い
う
こ
と
。」（『
政
談

―
―
服
部
本
』
四
〇
三
頁
、
補
注
300
）
と
解
し
て
い
る
。

(55
)
こ
う
し
た
徂
徠
の
重
視
す
る
「
五
刑
」
の
中
国
思
想
や
律
に
お
け
る
意
義
に
つ
い
て
は
、
奥
村
郁
三
「
新
律
綱
領
と
明
律
」（
奥
村
郁
三

『
日
本
史
上
の
中
国

金
印
・
那
須
国
造
碑
・
飛
鳥
・
新
律
綱
領
・
令
集
解
』
阿
吽
社
、
二
〇
一
五
年
）
一
八
五
―
一
九
二
頁
に
詳
し
い
。

(56
)
『政
談
―
―
服
部
本
』
三
〇
〇
・
三
〇
一
頁
。

(57
)
金
田
論
文
は
、
対
馬
藩
に
お
い
て
幕
初
よ
り
過
料
刑
が
行
わ
れ
て
い
た
事
実
を
も
っ
て
、
徂
徠
の
不
識
を
指
摘
し
て
い
る
（
金
田
「
徳
川

幕
府
『
過
料
』
刑
小
考
」
四
頁
参
照
）。

(58
)
金
田
論
文
で
は
、
こ
れ
ら
の
徂
徠
の
言
を
受
け
て
、
幕
府
刑
法
の
過
料
刑
に
、
財
政
上
の
目
的
が
存
し
た
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
る
が

（
金
田
「
徳
川
幕
府
『
過
料
』
刑
小
考
」
一
三
―
一
五
頁
）、「
過
料
刑
の
目
的
中
に
、
財
政
目
的
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。」

（
同
一
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

(59
)
徂
徠
は
過
料
刑
に
つ
い
て
「
日
本
に
て
も
、
古
例
な
き
事
」
と
述
べ
て
い
る
が
、「
過
料
」
と
い
う
刑
罰
は
平
安
時
代
に
は
す
で
に
存
在
し

て
お
り
（「
義
江
彰
夫
「
院
政
期
の
没
官
と
過
料
―
―
中
世
財
産
刑
形
成
前
史
―
―
」
土
田
直
鎮
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
奈
良
平
安
時
代
史
論

集

下
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
、
三
九
七
頁
以
下
参
照
）、
ま
た
江
戸
幕
府
に
お
い
て
も
開
府
以
来
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

（
金
田
「
徳
川
幕
府
『
過
料
』
刑
小
考
」
一
〇
―
一
二
頁
参
照
）。
徂
徠
の
こ
う
し
た
認
識
は
事
実
で
は
な
い
。

(60
)
『大
明
律
例
諺
解
』
巻
一
、
名
例
律
・
五
刑
条
・
流
刑
三
（
本
稿
第
二
章
注
16
、『
立
命
館
法
学
』
第
三
七
七
号
、
二
〇
一
八
年
、
四
二
頁
）。

(61
)
高
塩
博
「
和
歌
山
藩
『
大
明
律
例
諺
解
』
の
成
立
」（
高
塩
『
日
本
律
の
基
礎
的
研
究
』）
三
八
四
頁
。

(62
)
『喜
朴
考
』（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
『
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

名
家
叢
書

中
』
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
八
一
年
）
一
三

五
頁
。

近
世
日
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の
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七

お
わ
り
に

本
稿
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、
近
世
の
贖
刑
論
に
つ
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
点
に
つ
い
て
確
認
す
る
前
に
、
贖
刑
に
つ
い
て
再
度
整

理
し
て
お
き
た
い
。

｢贖
と
は
刑
罰
の
重
さ
に
対
応
し
て
所
定
の
額
の
財
貨
を
提
供
せ
し
め
る
こ
と
を
も
っ
て
、
実
刑
の
執
行
に
代
え
る
制
度(63
)」

で
あ
り
、

古
く
は
『
書
経
』
に
も
現
れ
、「
唐
律
」
や
「
唐
律
」
を
継
受
し
た
日
本
の
「
養
老
律
」
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
主
に
検
討
の
対
象
と
し
た
明
代
の
贖
刑
は
、
特
に
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た(64
)。

す
な
わ
ち
「
明
律
」
に
お
け
る
「
収
贖
」
と
呼

ば
れ
る
贖
刑
（
律
贖
）
と
、
条
例
に
お
け
る
「
贖
罪
」
ま
た
「
納
贖
」
と
呼
ば
れ
る
贖
刑
（
例
贖
）
の
二
種
が
存
在
し
た(65
)。

前
者
は

「
唐
律
」
や
「
養
老
律
」
と
同
様
に
、
高
齢
者
や
幼
年
者
の
犯
罪
や
、
過
失
殺
傷
の
場
合
な
ど
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が(66
)、

後

者
は
「
真
犯
死
罪
」
以
外
の
す
べ
て
の
犯
罪
と
刑
罰
を
、
労
役
刑
や
財
産
刑
に
よ
り
執
行
す
る
も
の
で(67
)、「

五
刑
」
を
代
替
す
る
制
度

で
あ
っ
た(68
)。

こ
の
よ
う
な
明
代
の
贖
刑
制
度
の
詳
細
さ
は
、
学
山
が
『
訂
正
一
巻
』
や
『
喜
朴
考
』
で
述
べ
て
い
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
が
、
従
来

の
研
究
で
は
こ
う
し
た
点
か
ら
の
検
討
は
行
わ
れ
ず
、「
明
律
」
や
「
問
刑
条
例
」
等
の
内
容
に
即
し
て
、
近
世
の
諸
学
者
の
贖
刑
に

関
す
る
理
解
を
解
明
す
る
こ
と
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

近
世
の
贖
刑
論
に
関
す
る
重
要
な
先
行
研
究
で
あ
る
小
林
宏
氏
の
「
徳
川
吉
宗
と
過
料
刑
の
成
立
―
―
立
法
に
お
け
る
経
書
の
意
義

に
寄
せ
て
―
―(69
)」

は
、
榊
原
篁
洲
と
高
瀬
学
山
と
の
間
の
贖
刑
を
め
ぐ
る
意
見
対
立
を
扱
っ
た
研
究
で
は
あ
る
が
、
彼
ら
の
議
論
に
及

ぼ
し
た
『
書
経
』
お
よ
び
書
経
注
釈
書
の
影
響
と
い
う
、
篁
洲
お
よ
び
学
山
の
贖
刑
論
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
の
検
討
に
筆
が
費
や
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さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
明
代
の
贖
刑
の
具
体
的
内
容
に
は
着
目
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
篁
洲
や
学
山
ら
の
明
律
注
釈
書
を

広
範
に
検
討
す
る
と
い
う
方
法
も
と
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
荻
生
徂
徠
の
贖
刑
論
に
関
し
て
は
、
金
田
平
一
郎
「
徳
川
幕
府
『
過
料
』
刑
小
考(70
)」、

小
早
川
欣
吾
「
明
律
令
の
我
近
世
法
に

及
ぼ
せ
る
影
響(71
)」

等
の
研
究
に
お
い
て
、『
政
談
』
の
記
述
を
引
用
し
て
、
徂
徠
が
過
料
刑
に
反
対
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
論
じ

ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
徂
徠
の
贖
刑
に
対
す
る
理
解
や
評
価
と
い
う
点
で
は
、
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
問
題
を
受
け
て
、
榊
原
篁
洲
や
高
瀬
学
山
、
そ
し
て
荻
生
徂
徠
ら
の
贖
刑
論
を
具
体
的
に
検
討
し

た
結
果
、
以
下
の
こ
と
が
新
た
に
判
明
し
た
。

ま
ず
榊
原
篁
洲
に
つ
い
て
。
篁
洲
が
そ
の
著
作
の
『
大
明
律
例
諺
解
』
に
お
い
て
贖
刑
を
批
判
し
、
ま
た
こ
れ
に
対
し
て
高
瀬
学
山

が
反
論
し
て
い
る
こ
と
は
、
高
塩
博
氏
の
「
和
歌
山
藩
『
大
明
律
例
諺
解
』
の
成
立(72
)」

に
お
い
て
紹
介
さ
れ
、
小
林
宏
氏
の
「
徳
川
幕

府
法
に
及
ぼ
せ
る
中
国
法
の
影
響
―
―
吉
宗
の
明
律
受
容
を
め
ぐ
っ
て
―
―(73
)」

に
お
い
て
、
こ
う
し
た
篁
洲
と
学
山
の
意
見
が
将
軍
の

徳
川
吉
宗
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
同
氏
の
「
徳
川
吉
宗
と
過
料
刑
の
成
立
」
に
お
い
て
は
、
篁
洲
の
贖
刑

論
に
つ
い
て
思
想
的
背
景
に
着
目
し
た
検
討
が
な
さ
れ
た
。
小
林
氏
は
、
篁
洲
の
贖
刑
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
、「
基
本
的
に
不
賛

成
」「
こ
れ
を
用
い
る
と
す
れ
ば
、
せ
い
ぜ
い
軽
罪
に
止
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る(74
)」

と
評
価
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
の
検
討
の
結
果
、
篁
洲
は
全
体
と
し
て
贖
刑
に
肯
定
的
な
見
解
を
有
し
て
お
り
、「
軽
罪
」
以
外
の
場
合

に
お
い
て
も
、
贖
刑
を
容
認
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。「
明
律
」
中
に
お
い
て
「
収
贖
」
が
許
さ
れ
る
条
文
に
つ
い
て
の

『
大
明
律
例
諺
解
』
の
注
釈
を
個
別
に
検
討
し
た
結
果
、
お
よ
そ
こ
れ
ら
「
律
贖
」
に
つ
い
て
は
、
儒
教
的
な
仁
政
の
観
点
か
ら
好
意

的
に
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
五
刑
条
の
条
例
の
注
釈
に
お
い
て
は
、「
雜
犯
死
罪
」
の
「
納
贖
」
に
つ
い
て
、
こ
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れ
を
容
認
す
る
よ
う
な
記
述
を
残
し
て
い
た
。
つ
ま
り
篁
洲
の
批
判
す
る
贖
刑
と
は
、
流
罪
の
「
納
贖
」
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
の
が

本
稿
の
結
論
で
あ
る
。

続
い
て
高
瀬
学
山
に
つ
い
て
。
学
山
が
贖
刑
に
肯
定
的
で
あ
る
こ
と
は
、
高
塩
論
文
や
小
林
論
文
に
お
い
て
も
知
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
肯
定
の
具
体
的
な
対
象
に
つ
い
て
は
不
明
確
で
あ
っ
た(75
)。

本
稿
で
の
検
討
の
結
果
、
学
山
は
「
明
律
」
の
「
律
贖
」

を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
基
本
的
に
は
よ
り
広
く
適
用
さ
れ
る
「
例
贖
」
を
念
頭
に
議
論
を
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
ま
た
、
以
前
よ
り
指
摘
の
あ
る
『
書
経
』
に
加
え
て
、
中
国
の
明
律
注
釈
書
が
学
山
の
贖
刑
論
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。

荻
生
徂
徠
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
贖
刑
を
肯
定
し
た
見
解
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
徂
徠
は
「
五
刑
」
の
刑
罰
体
系
の

重
視
と
、
過
料
刑
に
対
す
る
反
対
の
立
場
か
ら
、「
五
刑
」
に
基
づ
く
贖
刑
を
肯
定
し
て
お
り
、
そ
れ
は
唐
・
明
・
日
本
の
律
や
明
代

の
「
贖
罪
」
を
踏
ま
え
て
立
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
本
稿
に
お
け
る
検
討
に
よ
る
な
ら
ば
、
榊
原
篁
洲
・
高
瀬
学
山
・
荻
生
徂
徠
ら
、
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
前
半
の
諸

学
者
ら
は
、
程
度
の
差
は
あ
れ
贖
刑
に
つ
い
て
基
本
的
に
は
容
認
し
て
お
り
、
ま
た
肯
定
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ

う
し
た
諸
学
者
の
贖
刑
論
が
幕
府
法
や
、
熊
本
藩
「
刑
法
草
書
」・
新
発
田
藩
「
新
律
」・
会
津
藩
「
刑
則
」・
弘
前
藩
「
寛
政
律
」・
和

歌
山
藩
「
国
律
」
等
の
明
律
系
藩
法
に
与
え
た
影
響
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
こ
こ
で
は
特
に
幕
府
法
と
の

関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

榊
原
篁
洲
や
高
瀬
学
山
ら
に
よ
る
贖
刑
論
が
、
過
料
刑
の
成
立
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
指
摘
は
、
以
前
よ
り
主
張
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
で
確
認
し
た
よ
う
に
篁
洲
は
必
ず
し
も
贖
刑
反
対
論
者
で
は
な
く
、
学
山
も
ま
た
明
代
の
「
例
贖
」
の
よ
う
に
、
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か
な
り
広
範
に
贖
刑
を
適
用
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
従
来
検
討
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
荻
生
徂
徠
の
贖
刑
に

対
す
る
見
解
も
明
ら
か
と
な
り
、
徂
徠
も
ま
た
贖
刑
に
肯
定
的
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
る
に
、
周
知
の
よ
う
に
贖
刑
は
幕
府

刑
法
の
採
用
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

『喜
朴
考
』
に
お
け
る
徳
川
吉
宗
と
学
山
と
の
議
論
を
見
る
な
ら
ば
、
吉
宗
は
贖
刑
に
大
き
な
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
時
に
篁
洲
の

『
大
明
律
例
諺
解
』
を
通
じ
て
「
明
律
」
や
「
問
刑
条
例
」
の
条
文
に
ま
で
言
及
す
る
な
ど
、
吉
宗
自
身
も
贖
刑
に
つ
い
て
相
当
の
知

識
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
徂
徠
の
『
政
談
』
の
提
出
を
受
け
た
吉
宗
が
、
徂
徠
の
考
え
る
と
こ
ろ
の
過
料
刑
の
問

題
性
と
贖
刑
の
優
位
性
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
幕
府
法
に
贖
刑
が
採
用
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

吉
宗
が
贖
刑
を
採
用
し
な
か
っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
小
林
氏
に
よ
っ
て
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
氏
の
見
解
を
ま
と
め
る

な
ら
ば
吉
宗
は
、
篁
洲
が
指
摘
し
た
よ
う
な
贖
刑
の
不
平
等
性
と
い
っ
た
短
所
や
限
界
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
た
め
、
贖
刑
に
示
唆
を

受
け
つ
つ
も
、
比
較
的
軽
微
な
犯
罪
や
行
政
犯
に
対
し
て
科
さ
れ
る
基
本
刑
で
あ
る
過
料
刑
を
幕
府
刑
法
に
採
用
し
た
の
で
あ
る
と
さ

れ
る(76
)。

も
っ
と
も
、
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
篁
洲
は
贖
刑
に
つ
い
て
好
意
的
な
記
述
も
残
し
て
お
り
、
ま
た
徂
徠
に
お
い
て
は
過
料
刑
を
批

判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
過
料
刑
批
判
や
贖
刑
肯
定
論
を
受
け
な
が
ら
、
な
ぜ
吉
宗
は
贖
刑
を
採
用
し
な
か
っ
た
の
か
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

(63
)
滋
賀
『
唐
律
疏
議
訳
註
篇
一
』
前
掲
注
（
37
）
二
九
頁
。

(64
)
宮
澤
知
之
「
明
代
贖
法
の
変
遷
」（
梅
原
郁
編
『
前
近
代
中
国
の
刑
罰
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
六
年
）
三
五
一
頁
参
照
。
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(65
)
滋
賀
秀
三
「
法
典
編
纂
の
歴
史
」（
滋
賀
秀
三
『
中
国
法
制
史
論
集
（
法
典
と
刑
罰
）』
創
文
社
、
二
〇
〇
三
年
）
二
三
二
頁
参
照
。

(66
)
宮
澤
「
明
代
贖
法
の
変
遷
」
三
五
六
・
三
五
七
、
三
九
一
頁
、
滋
賀
「
法
典
編
纂
の
歴
史
」
二
三
二
頁
参
照
。

(67
)
陶
安
あ
ん
ど
「
中
国
刑
罰
史
に
お
け
る
明
代
贖
法
―
―
唐
律
的
「
贖
刑
」
概
念
と
の
比
較
―
―
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
五
七
巻
第
四
号
、

一
九
九
九
年
）
一
〇
五
、
一
三
九
―
一
四
一
頁
参
照
。

(68
)
石
岡
浩
・
川
村
康
・
七
野
敏
光
・
中
村
正
人
『
史
料
か
ら
み
る
中
国
法
史
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
二
年
）
六
〇
・
六
一
頁
参
照
。

(69
)
前
掲
注
（
3
）。

(70
)
前
掲
注
（
31
）。

(71
)
前
掲
注
（
1
）。

(72
)
前
掲
注
（
61
）。

(73
)
前
掲
注
（
3
）。

(74
)
小
林
「
徳
川
吉
宗
と
過
料
刑
の
成
立
」
七
二
頁
。

(75
)
小
林
「
徳
川
吉
宗
と
過
料
刑
の
成
立
」
に
お
い
て
は
、「
疑
罪
」
と
「
過
失
殺
傷
罪
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
八
四
頁
参
照
）。

(76
)
小
林
「
徳
川
吉
宗
と
過
料
刑
の
成
立
」
六
九
―
七
一
、
八
四
―
八
七
頁
参
照
。
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